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元
経
営
学
部
教
授
が
１
９
８

８
年
に
学
生
と
と
も
に
イ
ラ

ン
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま

り
、
初
期
か
ら
佐
竹
教
授
も

参
加
し
て
共
同
で
ゼ
ミ
を
行

っ
て
き
た
。
松
浪
元
教
授
の

退
職
に
伴
い
94
年
、
佐
竹
教

授
が
後
を
継
い
だ
。

　
ゼ
ミ
生
と
佐
竹
教
授
は
旧

交
を
温
め
、
30
年
の
歴
史
に

思
い
を
は
せ
た
。

　
佐
竹
弘
靖
ゼ
ミ
の
30
周
年

懇
親
会
が
11
月
25
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

全
国
各
地
か
ら
卒
業
生
ら
約

40
人
が
駆
け
付
け
、
節
目
を

祝
っ
た

写
真
。

　
同
ゼ
ミ
は
、
松
浪
健
四
郎

１ 

資
金
収
支
補
正
予
算

 

｜
｜
当
初
予
算
額
と
の
比
較
｜
｜

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
１
億
４
５
６
２

万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
０
・
44
％
増
）
で
３
２
９
億
１
３

２
１
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度
収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比
べ

１
億
１
７
０
７
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
０
・
46
％
増
）
で

２
５
８
億
１
０
０
１
万
円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、
当

初
予
算
に
比
べ
２
８
５
５
万
円
の
増
で
71
億
３
２
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度
支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比
べ

５
億
２
５
５
１
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
２
・
08
％
増
）
で

２
５
７
億
３
２
３
５
万
円
。
翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、
翌

年
度
の
収
入
と
な
る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
当
初
予
算
に
比

べ
３
億
７
９
８
８
万
円
の
減
（
当
初
予
算
比
５
・
02
％
減
）

で
71
億
８
０
８
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

２ 

事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

〔
概
要
〕
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算
で
は
、
事
業
活
動
収
入

計
が
当
初
予
算
に
比
べ
４
億
８
１
２
６
万
円
の
増
（
当
初
予

算
比
１
・
90
％
増
）
で
２
５
８
億
４
９
３
４
万
円
。
事
業
活

動
支
出
計
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
４

億
３
４
９
８
万
円
の
増
（
当
初
予
算

比
１
・
78
％
増
）
で
２
４
８
億
２
９

２
７
万
円
と
な
り
、
基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額
は
10
億
２
０
０
７

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
金
組
入

額
合
計
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
３
億

４
２
７
８
万
円
の
組
入
額
減
（
当
初

予
算
比
21
・
52
％
減
）
で
△
12
億
４

９
７
４
万
円
と
な
り
、
基
本
金
組
入

前
当
年
度
収
支
差
額
と
基
本
金
組
入

額
合
計
を
合
わ
せ
た
当
年
度
収
支
差

額
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
３
億
８
９

０
６
万
円
の
支
出
超
過
額
の
減
（
当

初
予
算
比
62
・
88
％
減
）
で
△
２
億

２
９
６
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
前

年
度
繰
越
収
支
差
額
（
△
４
５
０
億

５
４
４
２
万
円
）
と
基
本
金
取
崩
額

（
３
５
９
９
万
円
）
を
加
え
た
翌
年

度
繰
越
収
支
差
額
は
、
当
初
予
算
に

比
べ
４
億
６
３
５
万
円
の
支
出
超
過

額
の
減（
当
初
予
算
比
０
・
89
％
減
）

で
△
４
５
２
億
４
８
１
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

学
校
法
人
専
修
大
学 

令
和
５
年
度
補
正
予
算
　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
令
和
５
年
度
補
正
予
算
は
、
12
月
13
日
開

催
の
理
事
会
・
評
議
員
会
の
議
決
を
経
て
左
表
の
と
お
り
決
定
し
た
。

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科 目 当 初 予 算 額 補正予算 増○減△ 補正後予算額
学生生徒等納付金 20,273,993,000 ○　　415,826,000 20,689,819,000

手 数 料 1,174,690,000 △　　　1,000,000 1,173,690,000

寄 付 金 180,000,000 0 180,000,000

経 常 費 等 補 助 金 2,372,034,000 △　　 93,159,000 2,278,875,000

付 随 事 業 収 入 621,829,000 ○　　 35,357,000 657,186,000

雑 収 入 619,315,000 ○　　111,267,000 730,582,000

教 育 活 動 収 入 計 25,241,861,000 ○　　468,291,000 25,710,152,000

事
業
活
動 

支
出
の
部

人 件 費 14,317,235,000 ○　　 61,427,000 14,378,662,000

教 育 研 究 経 費 8,398,653,000 ○　　280,872,000 8,679,525,000

管 理 経 費 1,478,858,000 ○　　 88,404,000 1,567,262,000

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教 育 活 動 支 出 計 24,194,746,000 ○　　430,703,000 24,625,449,000

教育活動収支差額 1,047,115,000 ○　　 37,588,000 1,084,703,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受 取 利 息・ 配 当 金 94,124,000 ○　　 12,973,000 107,097,000

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 94,124,000 ○　　 12,973,000 107,097,000

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 14,285,000 0 14,285,000

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 14,285,000 0 14,285,000

教育活動外収支差額 79,839,000 ○　　 12,973,000 92,812,000

経 常 収 支 差 額 1,126,954,000 ○　　 50,561,000 1,177,515,000

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 0 0

その他の特別収入 32,100,000 0 32,100,000

特 別 収 入 計 32,100,000 0 32,100,000

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 35,264,000 ○　　　4,281,000 39,545,000

その他の特別支出 0 0 0

特 別 支 出 計 35,264,000 ○　　　4,281,000 39,545,000

特 別 収 支 差 額 △　　　3,164,000 △　　　4,281,000 △　　　7,445,000

[ 予  　 備 　  費 ] 150,000,000 0 150,000,000
基本金組入前当年度収支差額 973,790,000 ○　　 46,280,000 1,020,070,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △　1,592,535,000 ○　　342,788,000 △　1,249,747,000

当 年 度 収 支 差 額 △　　618,745,000 ○　　389,068,000 △　　229,677,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 45,071,711,000 ○　　 17,287,000 △ 45,054,424,000

基 本 金 取 崩 額 35,994,000 0 35,994,000

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 45,654,462,000 ○　　406,355,000 △ 45,248,107,000

(参考)
事 業 活 動 収 入 計 25,368,085,000 ○　　481,264,000 25,849,349,000

事 業 活 動 支 出 計 24,394,295,000 ○　　434,984,000 24,829,279,000

事業活動収支補正予算書
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

備考 １．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。
　　　２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含み、
　　　　　「教育研究経費」と「管理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

（単位：円）

資金収支補正予算書

　収　入　の　部
科 目 当 初 予 算 額 補正予算 増○減△ 補正後予算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 20,273,993,000 ○　　415,826,000 20,689,819,000

手 数 料 収 入 1,174,690,000 △　　　1,000,000 1,173,690,000

寄 付 金 収 入 200,000,000 0 200,000,000

補 助 金 収 入 2,372,034,000 △　　 93,159,000 2,278,875,000

資 産 売 却 収 入 200,000,000 0 200,000,000

付随事業・収益事業収入 621,829,000 ○　　 35,357,000 657,186,000

受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 94,124,000 ○　　 12,973,000 107,097,000

雑 収 入 619,315,000 ○　　111,267,000 730,582,000

借 入 金 等 収 入 0 0 0

前 受 金 収 入 3,568,189,000 0 3,568,189,000

そ の 他 の 収 入 614,824,000 ○　　 45,359,000 660,183,000

資 金 収 入 調 整 勘 定 △　4,046,052,000 △　　409,551,000 △　4,455,603,000

当 年 度 収 入 合 計 25,692,946,000 ○　　117,072,000 25,810,018,000

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 7,074,643,583 ○　　 28,556,722 7,103,200,305

収 入 の 部 合 計 32,767,589,583 ○　　145,628,722 32,913,218,305

　支　出　の　部
科 目 当 初 予 算 額 補正予算 増○減△ 補正後予算額

人 件 費 支 出 14,241,537,000 ○　　 54,134,000 14,295,671,000
教 育 研 究 経 費 支 出 6,409,114,000 ○　　279,872,000 6,688,986,000
管 理 経 費 支 出 1,277,692,000 ○　　 87,404,000 1,365,096,000
借 入 金 等 利 息 支 出 14,285,000 0 14,285,000
借 入 金 等 返 済 支 出 407,770,000 0 407,770,000
施 設 関 係 支 出 288,637,000 △　　 16,873,000 271,764,000
設 備 関 係 支 出 163,938,000 ○　　　8,362,000 172,300,000
資 産 運 用 支 出 1,928,006,000 ○　　101,000,000 2,029,006,000
そ の 他 の 支 出 1,337,084,000 ○　　 21,434,000 1,358,518,000

［ 予 　 備 　 費 ］ 150,000,000 0 150,000,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △　1,011,223,000 △　　　9,818,000 △　1,021,041,000

当 年 度 支 出 合 計 25,206,840,000 ○　　525,515,000 25,732,355,000
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 7,560,749,583 △　　379,886,278 7,180,863,305
支 出 の 部 合 計 32,767,589,583 ○　　145,628,722 32,913,218,305

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで （単位：円）

　
12
月
２
日
に
留
学
生
を
囲

む
会
が
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

10
号
館
の
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
で

開
か
れ
た
。

　
校
友
会
・
育
友
会
共
催
で

毎
年
春
に
開
催
さ
れ
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
４
年
ぶ
り
に
時
期
を
ず

ら
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
当
日
は
留
学
生
に
加
え
、

国
際
交
流
会
（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
）

と
日
本
人
学
生
、
大
学
教
職

員
や
校
友
会
・
育
友
会
関
係

者
ら
約
40
人
が
集
ま
り
、
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会
や
食
事
を
楽

し
み
な
が
ら
、
交
流
と
親
睦

を
深
め
た
。

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

〈
岡
山
支
部
総
会
〉

▽
２
月
18
日
（
日
）
17
時
〜

▽
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

（
岡
山
市
）

鳳
翼
106
号
刊
行

　
１
月
15
日
発
行
の
校
友
会

誌
『
鳳
翼
』
１
０
６
号
で

は
、
松
木
健
一
理
事
長
、
日

留学生を囲む会 ４年ぶりに開催

桃野直樹校友会長（前列左から３人目）、

小海祐資育友会長（同４人目）と留学生ら

　
演
劇
の
聖
地
、
東
京
・
下
北

沢
の
劇
場
「
ザ
・
ス
ズ
ナ
リ
」。

こ
こ
で
10
月
に
上
演
さ
れ
た

「
新
宿
梁
山
泊
」
の
『
少
女
都

市
か
ら
の
呼
び
声
〈
若
衆
公

演
〉』（
作
・
唐
十
郎
、
演
出
・

金
守
珍
）
で
、
矢
内
有
紗
さ
ん

（
令
３
文
）
が
主
演
を
務
め

た
。
演
劇
の
研
究
者
で
あ
り
、

劇
作
家
・
作
家
、
そ
し
て
役
者

と
マ
ル
チ
に
活
躍
の
場
を
ひ
ろ

げ
る
矢
内
さ
ん
は
「
大
き
な
経

験
と
財
産
と
な
っ
た
。
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
大
学
入
学
後
、
ア
ン
グ
ラ
演

劇
に
魅
了
さ
れ
た
矢
内
さ
ん
は

ま
も
な
く
、
出
演
者
を
公
募
し

て
い
た
劇
団
で
初
舞
台
を
踏

み
、
小
劇
場
の
活
動
に
関
わ
る

よ
う
に
。
同
時
に
戯
曲
を
書
き

始
め
、
19
歳
で
北
海
道
戯
曲
賞

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
大
学
で
は
現
代
演
劇
を
研
究

す
る
小
山
内
伸
ゼ
ミ
に
所
属
。

毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
ゼ
ミ
の

創
作
劇
で
は
脚
本
、
演
出
、
出

演
、
作
詞
な
ど
を
担
当
し
た
。

　
現
在
は
早
稲
田
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
で
演
劇
・
戯
曲

の
研
究
に
励
ん
で
い
る
。

　
一
般
の
舞
台
に
立
っ
た
の
は

数
え
る
ほ
ど
。
し
か
し
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
演
劇
界
の
人
々

と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
今
回
、

主
演
に
抜
擢
さ
れ
た
。
若
手
中

心
の
役
者
の
中
で
も
矢
内
さ
ん

は
最
年
少
。
さ
ら
に
風
間
杜
夫

さ
ん
ら
ベ
テ
ラ
ン
も
脇
を
固

め
、
大
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ

っ
た
。「
自
分
に
と
っ
て
の
武
器

は
、
小
山
内
ゼ
ミ
で
学
び
、
今

も
研
究
を
続
け
て
い
る
〝
言

葉
〞。
言
葉
を
大
切
に
、自
分
な

り
に
演
じ
よ
う
」
と
決
め
、
３

日
間
６
ス
テ
ー
ジ
に
臨
ん
だ
。

　
矢
内
さ
ん
の
目
標
は
「
理
論

と
実
践
の
融
合
」
だ
。
研
究
の

傍
ら
、
商
業
演
劇
の
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
に
も
参
加
す
る
な

ど
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

「
演
劇
は
そ
の
場
限
り
で
消
え

て
し
ま
う
も
の
。
作
り
手
と
観

客
の
熱
気
を
、
ど
う
つ
な
い
で

い
く
か
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
に
立
っ
て
、
考
え
て

い
き
た
い
」
と
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
を
目
指
す
。

小
山
内
ゼ
ミ
出
身 

矢
内
有
紗
さ
ん（
令
３
文
）

言葉を武器に〝演劇の聖地〟で主演

演
劇
研
究
者
・
作
家
・
役
者
と
マ
ル
チ
に
活
躍

佐
竹
ゼ
ミ

佐
竹
ゼ
ミ  

3030
周
年
祝
う

周
年
祝
う

髙
義
博
総
長
、
佐
々
木
重
人

学
長
、
尾
池
守
石
巻
専
修
大

学
長
、
桃
野
直
樹
校
友
会
長

か
ら
の
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

掲
載
し
た
。

　「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で
は
、

㈱
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
代
表
取

締
役
社
長
の
藤
澤
桃
子
さ
ん

（
平
29
経
済
）
と
、
妹
で
Ｃ

Ｏ
Ｏ
の
藤
澤
華
子
さ
ん
（
平

31
経
営
）
に
よ
る
新
春
対
談

を
実
施
。
ま
た
、
新
た
に
始

ま
る
、
校
友
が
営
む
飲
食
店

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
専
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
に
つ

い
て
告
知
し
て
い
る
。

『
少
女
都
市
か
ら
の
呼
び
声
〈
若

衆
公
演
〉』
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氏


